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平成 30 年度 第 11回 生命理工学院教授会議事要録 

 

日  時   平成 31年３月 14日（木）15：15～17：54 

場  所  Ｂ２棟４階大会議室 

出 席 者  三原学院長ほか 49名 

 

資料 

１ 平成 30年度第 10回生命理工学院教授会議事要録（案） 

２ 特任教員等の選考委員会の設置について（案） 

３ 特任教員等の選考について 

４ 協働研究拠点設置申込書 

５－１ 東京工業大学生命理工学院共通設備の運用に関する取扱要項一部改正案新旧対照表 

５－２ 東京工業大学生命理工学院共通設備の利用料に関する申合せ一部改正案新旧対照表 

５－３ 東京工業大学生命理工学院サバティカル研修の実施に関する申合せ一部改正案新旧対照表 

６ 2019年度各種委員会等名簿（案） 

７ 東京工業大学生命理工学院，科学技術創成研究院及びバイオ研究基盤支援総合センターヒトゲ

ノム・遺伝子解析研究倫理審査合同委員会委員名簿（案） 

８ 平成 30年度第 11回教育研究評議会資料 

９ 平成 30年度第８回部局長等連絡会資料 

10 理工系教養科目（数学，物理学，化学，生命科学）を担当する外国人教員について（通知） 

11 再任審査委員会の設置について（案） 

12 東京工業大学特別研究員の称号付与について 

13 生命理工学院研究倫理教育チェックリスト等 

14 2019年度バイオ研究基盤支援総合センター動物実験教育訓練について 

15 生命理工学院新入生と教員の懇親会 

16 2019年度生命理工学院３年生バスゼミ（予定） 

17 平成 30年度第 11回すずかけ台地区部局長等懇談会資料 

18 貴学院を担当する科学技術創成研究院所属教員の採用について（報告） 

19 学科担当教員一覧等 

20 2019年度学院長・評議員・系主任・コース主任等名簿 

21－１ 研究専念日指定制度への申請について（メール送信案） 

21－２ 若手教員を対象としたサバティカル研修について（メール送信案）等 

22 （生命理工学院）全学施設予約システム対象会議室等 

 

資料（教務） 

（学士課程） 

１－１ 平成 31 年度授業関係について 

１－２ 学生の異動について 

１－３ 科目等履修生について 

１－４ 平成 31 年３月生命理工学院（学士課程）卒業者について 

（大学院課程） 

２－１ 平成 31 年度授業関係について 

２－２ 学生の異動について 

２－３ 指導教員の変更について 

２－４ 研究指導の委託について 

２－５ 研究指導の受託について 

２－６ 研究生について 
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２－７ 科目等履修生について 

２－８ 海外交流学生について 

２－９ 予備教育生（日本語研修生）について 

２－10 学生交流協定に基づく授業科目履修希望者について 

２－11 平成 31 年３月博士後期課程修了予定者の論文審査期間延長について 

２－12 平成 31 年３月修士課程修了の認定及び学位授与について 

２－13 平成 31 年４月博士後期課程進学試験合格者について 

２－14 平成 31 年３月博士後期課程修了の認定及び学位授与について 

２－15 グローバル理工人育成コースの修了について 

２－16 副専門学修プログラムの修了について 

２－17 平成 31 年３月修士課程修了予定者の論文審査員の変更について 

 

回収資料 
１ 特任教員等の選考について（略歴調書，業績調書） 
 

○現在員 80名，公務出張等 19名，定足数 31名に対して出席者 50名で教授会成立 

○資料１に基づき，前回議事要録（案）を承認した。 

 

議事要旨 

Ⅰ 審議事項 

（学士課程） 

１－１ 平成 31 年度授業関係について 

学院長から，資料１-１（学士）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを

承認した。 

１－２ 学生の異動について 

学院長から，資料１-２（学士）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを

承認した。 

１－３ 科目等履修生について 

学院長から，資料１-３（学士）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを

承認した。 

１－４ 平成 31 年３月生命理工学院（学士課程）卒業者について 

学院長から，資料１-４（学士）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを

承認した。 

（大学院課程） 

１－１ 平成 31 年度授業関係について 

学院長から，資料２-１（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれ

を承認した。 

１－２ 学生の異動について 

学院長から，資料２-２（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれ

を承認した。 

１－３ 指導教員の変更について 

学院長から，資料２-３（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれ

を承認した。 

１－４ 研究指導の委託について 

学院長から，資料２-４（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれ

を承認した。 

１－５ 研究指導の受託について 
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学院長から，資料２-５（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれ

を承認した。 

１－６ 研究生について 

学院長から，資料２-６（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれ

を承認した。 

１－７ 科目等履修生について 

学院長から，資料２-７（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれ

を承認した。 

１－８ 海外交流学生について 

学院長から，資料２-８（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれ

を承認した。 

１－９ 予備教育生（日本語研修生）について 

学院長から，資料２-９（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれ

を承認した。なお，学院長から，大使館推薦の申請があった場合には，必ず生命国際関係室

に連絡するよう発言があった。 

１－10 学生交流協定に基づく授業科目履修希望者について 

学院長から，資料２-10（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれ

を承認した。 

１－11 平成 31 年３月博士後期課程修了予定者の論文審査期間延長について 

学院長から，資料２-11（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれ

を承認した。 

１－12 平成 31 年３月修士課程修了の認定及び学位授与について 

学院長から，資料２-12（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれ

を承認した。 

１－13 平成 31 年４月博士後期課程進学試験合格者について 

学院長から，資料２-13（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれ

を承認した。 

１－14 平成 31 年３月博士後期課程修了の認定及び学位授与について 

学院長から，現在員80名，公務出張等19名，定足数41名に対し出席者が50名で定足数を満

たしている旨報告があった。次いで，学院長から，資料２-14（大学院）に基づき説明があ

り，審議の結果，原案のとおりこれを承認した。 

１－15 グローバル理工人育成コースの修了について 

学院長から，資料２-15（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれ

を承認した。 

１－16 副専門学修プログラムの修了について 

学院長から，資料２-16（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれ

を承認した。 

１－17 平成 31 年３月修士課程修了予定者の論文審査員の変更について 

学院長から，資料２-17（大学院）に基づき報告があった。 

２ 特任教員等の選考委員会の設置について 

（１）共同研究（ぐるなび研究プロジェクト）特任助教① 

学院長から，資料２－１に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認した。 

（２）共同研究（ぐるなび研究プロジェクト）特任助教② 

学院長から，資料２－２に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認した。 

３ 特任教員等の選考について 

（１）「平成31年度学士課程及び大学院課程専門科目の英語授業開講に伴う外国人教員の雇用 

（短期雇用）」特任准教授 
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二階堂准教授（標記選考委員会委員長）から，資料３及び回収資料１に基づき，選考結果

の報告があり，審議の結果，これを承認し，学長に報告することとした。 

４ 協働研究拠点の設置について 

学院長から，資料４に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認した。 

５ 部局規則等の一部改正について 

（１）東京工業大学生命理工学院共通設備の運用に関する取扱要項 

加藤准教授から，資料５－１に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認

した。 

（２）東京工業大学生命理工学院共通設備の利用料に関する申合せ 

加藤准教授から，資料５－２に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認

した。 

（３）東京工業大学生命理工学院サバティカル研修の実施に関する申合せ 

学院長から，資料５－３に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認した。 

６ 2019年度各種委員会等委員の選出について 

学院長から，資料６に基づき，現時点で把握しているものを整理した旨説明があり，審議の

結果，確定したものについてはこれを承認し，未確定のものについては４月以降順次審議する

こととした。なお，学院長から，追加や廃止，変更等がある場合は，生命理工学院事務グルー

プに連絡するよう依頼があった。 
７ 東京工業大学生命理工学院，科学技術創成研究院及びバイオ研究基盤支援総合センターヒトゲ

ノム・遺伝子解析研究倫理審査合同委員会委員の委嘱について 

学院長から，資料７に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認した。 

Ⅱ 諸 報 告 

１ 教育研究評議会関係 

  近藤評議員から，資料８に基づき，平成30年度第11回教育研究評議会の審議概要等について報

告・説明があった。 

２ 部局長等連絡会関係 

学院長から，資料９に基づき，平成30年度第８回部局長等連絡会の概要等について報告・説明

があった。 

３ 本学院関係 

  （１）理工系教養科目（数学，物理学，化学，生命科学）を英語で開講する外国人教員の雇用に

ついて 

学院長から，資料10に基づき，本年10月以降（最長２年６月）の雇用継続を要望すること

とした旨報告があった。 

（２）任期を定めて雇用された助教の再任審査について 

学院長から，資料11に基づき，任期を定めて雇用された助教に係る再任審査委員会を設置

した旨報告があった。 

（３）東京工業大学特別研究員の称号付与について 

学院長から，資料12に基づき，本称号付与について報告があった。なお，学院長から，本

学との雇用関係がなく，他機関に所属している場合にあっては，理由書の提出が必要である

旨説明があった。 

４ 系主任・コース主任会議関係 

伊藤副学院長（教育担当）から，以下の事項について説明があった。 

・学位審査等取扱要項第 22条適用者に係る論文提出期間の変更案について 

・2020 年度以降の授業日程案について 

５ 各種委員会等関係 

（１）生命国際関係室関係 

特になし 
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（２）研究企画推進会議関係 

特になし 

（３）安全衛生委員会関係 

特になし 

（４）倫理教育検討委員会関係 

廣田生命理工倫理教育検討委員会委員から，資料 13に基づき，生命理工学院における研

究倫理教育の概要やチェックリスト等について説明があり，質疑応答を行った。 

（５）2019 年度動物実験教育訓練について 

廣田動物実験委員会委員から，資料 14に基づき，本動物実験教育訓練の開催案内及び周

知依頼があった。 

（６）新入生セミナーと懇親会の開催について 

占部 2019年度初年次担当主任から，本新入生セミナーの概要について説明があり，次いで，

秦補佐会委員から，資料 15 に基づき，新入生セミナー終了後の懇親会の開催について案内が

あった。また，相澤補佐会委員から，２年生との懇親会について案内があった。 

（７）すずかけ台オープンキャンパスについて 

櫻井すずかけ台オープンキャンパス委員会主査から，本すずかけ台オープンキャンパス

について説明があった。 

（８）３年生バスゼミについて 

清尾准教授（第１Ｇ）から，資料 16に基づき，本３年生バスゼミについて説明があった。 

（９）卒業する学生への同窓会への登録の依頼について 

清尾生命理工同窓会委員会委員から，本卒業する学生への同窓会への登録について協力

依頼があった。 

６ すずかけ台地区部局長等懇談会関係 
学院長から，資料17に基づき，平成30年度第11回すずかけ台地区部局長等懇談会の概要等につ

いて報告・説明があった。 

７ その他 

（１）科学技術創成研究院所属教員の採用に伴う担当について 

学院長から，資料 18に基づき，本科学技術創成研究院所属教員の採用に伴う担当につい

て説明があり，所属グループは第５グループとし，科目部門は関係者間で協議することと

した。なお，学院長から，新任教員着任の際は，科目部門や授業担当等について，関係者

間で協議の上，遺漏等がないようにするよう依頼があった。 

（２）教員の担当（学科及び専攻）について 

学院長から，資料 19に基づき，本教員の担当（学科及び専攻）について説明があった。

なお，学院長から，大学から会議等を減らすよう要請があることから，各グループ会議等

について，メール開催を行うなどして回数や時間等を減らすよう依頼があった。 

（３）2019 年度学院長・評議員・系主任・コース主任等名簿について 

学院長から，資料 20 に基づき，本 2019年度学院長・評議員・系主任・コース主任等名

簿について説明があった。 

（４）生命理工ゼミについて 

学院長から，本生命理工ゼミについて，対象を 1年生にも拡大することとする旨説明が

あり，新入生セミナーで説明することとした。 

（５）研究専念日とサバティカル研修について 

学院長から，資料 21－１に基づき，研究専念日について，予定表（様式）の送付があり

次第，学院所属教員に対し申請手順等を周知する予定である旨説明があった，また，学院

長から，資料 21－２に基づき，サバティカル研修について，対象教員５名を選出するとと

もに，当該研修のための旅費の支援を行う予定である旨説明があった。 

（６）ハゲタカジャーナルについて 
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学院長から，本ハゲタカジャーナルについて，投稿しないよう注意喚起があった。なお，

当該リストが掲載されている Webページについて，生命理工学院事務グループからメール

で案内を行うこととした。 

（７）コラファス賞の募集について 

学院長から，本コラファス賞の募集について，締切を 3/15(金)まで再延長したところで

あるが，対象学生へ積極的に応募するよう声掛けされたい旨依頼があった。 

（８）全学施設予約システムについて 

学院長から，資料 22 に基づき，本全学施設予約システムについて説明があった。 

（９）教員の退職について 

３月 31 日付けで定年退職となる小林雄一教授から挨拶があった。 

 

以 上 


